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2021年1月22日
アップルの公式リリース
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2021年1月22日
アップルの公式リリース
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Apple Watch心電図機能は
あくまで「気づきのツール」
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三栄メディシス

Check Me Pro

きちんとした医療機器での診断を受けなければ
治療に結びつけてはいけない
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きちんとした医療機器での診断を受けなければ
治療に結びつけてはいけない

ホルター心電図の例
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Apple Watchが気づきのツールなのだから
医師は真摯に受け止めて精査に結びつけるべき
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本来は「心房細動」を発見することに
特化したプログラムとなっています
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Apple Watchでの実症例をアップした方もいます

アブレーション前

アブレーション後
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心房細動については
日本医科大学木村教授と尾﨑会長の対談を

ご参照ください

「TMA」12月号掲載予定！

「かくれ心房細動」は家庭での発見が重要です！

10月は脳卒中月間、10月29日は世界脳卒中デーです！
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「心電図」から医師に見せて
わかってもらえるデータを取り出す

12



31 2

タップ

タ
ッ
プ

タップ

13



ここは右方向へスクロールできる
が

医師に見せても「よくわからない
」と言われること多し
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ここでPDFに書き出す
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心電図取得直後だけは
いきなり⑤の画面に
到達できます

タップ

でも、この画面は1回し

か現れないので、チャン
スを逃すと先ほどの工程
が必要となります
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心房細動以外の不整脈（脈の乱れ）は
PDFで医師に見せるとわかることがあります
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70歳男性：内服薬治療後（不整脈なし）
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しかし、狭心症や心筋梗塞は
記録してもほぼわかりませんので

ご注意ください

画像拝借元：
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Apple Watch心電図機能は
あくまで「気づきのツール」

異常を見つけたら医療機関を受診しましょう！
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「ヒアリングチェック」による
難聴の早期発見にも期待しています
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9月30日、医療機器認定されました
無事に世界と足並みを揃えることが出来ました
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この件でも尾﨑会長が一肌脱いでおられました
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「オージオグラム」ではありますが
これもあくまで「気づきのツール」

↓
これもPDFで保存してください

↓
心電図も含め、

どうやって医療機関へ持ち込むか？
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患者さんには僕のメールアドレスを
教えてあるのでそこに送ってもらう

Air Dropで机上の電子カルテの
入ったMacに飛ばしてもらう
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患者さんがスマホで記録された医療情報
がきちんと医療に反映できますように
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ご静聴ありがとうございました
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